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　第99回定時総会は令和8年5月27日（水）神奈川県横須
賀市の横須賀アリーナにおいて、全国より約1,000名の
港湾関係者を迎え盛大に開催された。
　総会会場の舞台正面には国旗及び協会旗を両袖に「令
和8年度定時総会」の横断幕を中央に、左右には「我が
国経済の成長に資する港湾ロジスティクスの強化」

「2050年カーボンニュートラルの実現に向けた港湾・臨
海部の脱炭素化」「港湾・海岸の防災・減災、国土強靱
化の更なる加速化・深化」「個性をいかした地域づくり
と持続可能で活力ある国づくりを支える港湾の整備・
振興」といったスローガンを掲げ、その実現にむけて
の総意の高揚が示された。
　定時総会は13時に開会が宣言され、国歌斉唱に続き
進藤孝生会長の主催者挨拶、横須賀市長の上地克明様
から歓迎のご挨拶があり、来賓として、国土交通省大臣
官房技術参事官（港湾）の森橋真様から祝辞が述べら
れた。次に、衆・参両院議長からの祝電が披露され、
続いて森橋技術参事官より「港湾行政一般報告」がな
された。
　この後、日本港湾協会賞等表彰式が開催され、引き
続き定時総会議事に移った。
　定款第15条の規定に基づき進藤会長が議長となり、
総会成立の確認（会員総数1,089名、出席者815名（委
任状提出者を含む））と議事録署名人の指名（津田修一
理事、山縣宣彦理事）の後、議案の審議に入り、提案

議案の3議題（役員の選任について、令和7年度事業報
告及び決算報告について、公益社団法人日本港湾協会
定款及び役員の報酬等に関する規程の一部改正につい
て）及びその他の報告事項2議題（令和8年度事業計画
及び収支予算について、第100回定時総会開催地及び開
催時期について）は、原案どおり承認可決された。
　その後、今後の港湾の整備・振興に向けた意見発表が
行われ、その他の寄せられた意見等をとりまとめ、日本
港湾協会の総意として関係省庁等に提出することが決定
された。次に来年の定時総会の開催地である四日市市長
の森智弘様から開催引受けのご挨拶があり、最後に本
総会開催に協力いただいた横須賀市、神奈川県、関東
地区港湾整備・振興協議会、地元関係者の皆様に対し、
司会より御礼を述べ閉会した。

第99回定時総会（横須賀市）

協 会 通 信
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（3）監事の選任
（退任）

（新任及び再任）

参考1　役員の選任
（1）理事の退任

（2）理事の選任
（再任）

（新任）

氏　名 所　属　等 備　考

山際宏治 (公社)日本港湾協会 業務執行理事 任期満了

髙吉晋吾 (公社)全国漁港漁場協会 前会長 〃

土屋恵嗣 (一社)日本船主協会 前副会長 〃

片岡　徹 日本水先人会連合会 前会長 〃

山縣宣彦 (一財)港湾空港総合技術センター 前理事長 〃

新保康裕 横浜市港湾局 局長 〃

鎌田裕司 名古屋港管理組合 前副管理者 〃

青山　剛 北海道港湾協会 会長(室蘭市長) 〃

松戸　徹 関東地区港湾整備･振興協議会 会長(船橋市長) 〃

竹上真人 東海地区港湾協議会 会長(松阪市長) 〃

楠瀬耕作 四国港湾協議会 会長(須崎市長) 〃

中村博生 日本港湾協会九州地区連合会 会長(前八代市長) 〃

氏　名 所　属　等 備　考

植松久尚 横浜港埠頭(株) 代表取締役社長 再任

横川憲人 栗林商船(株) 常勤監査役 新任

氏　名 所　属　等 備　考

坂上　隆 (株)良知経営 常勤監査役 任期満了

氏　名 所　属　等 備　考

進藤孝生 日本製鉄(株) 相談役 再任

中原八一 日本港湾振興団体連合会 会長(新潟市長) 〃

大脇　崇 (公社)日本港湾協会 理事長(兼副会長) 〃

中島　洋 (公社)日本港湾協会 専務理事 〃

赤井伸郎 大阪大学 教授 〃

清水琢三 (一社)日本埋立浚渫協会 会長 〃

黒田晃敏 (一社)日本港運協会 理事長 〃

米田　浩 (一社)日本倉庫協会 理事長 〃

河野真理子 早稲田大学 教授 〃

津田修一 (一財)みなと総合研究財団 理事長 〃

鈴木章文 (公社)日本海難防止協会 理事長 〃

中村紳也 (一社)日本船長協会 会長 〃

村瀬千里 外国船舶協会 専務理事 〃

上村多恵子 京南倉庫(株) 代表取締役社長 〃

磯部雅彦 高知工科大学、東京大学 名誉教授 〃

小林潔司 京都大学経営管理大学院 特任教授 〃

木場弘子 キャスター ･千葉大学 客員教授 〃

氏　名 所　属　等 備　考

田中郁也 (公社)全国漁港漁場協会 会長 新任

加藤雅徳 (一社)日本船主協会 副会長 〃

高尾幸徳 日本水先人会連合会 会長 〃

松原　裕 (一財)港湾空港総合技術センター 理事長 〃

村田拓也 東京都港湾局 技監 〃

山本雄司 神戸市港湾局 局長 〃

沼谷　純 東北地区港湾整備促進協議会 会長(秋田市長) 〃

米澤光治 日本海北陸地区港湾整備促進連合会 副会長(敦賀市長) 〃

神出政巳 近畿港湾協議会 副会長(海南市長) 〃

枝広直幹 中国地区港湾協議会 会長(福山市長) 〃

照屋　勉 沖縄県港湾協会 会長(与那原町長) 〃

参考2　第100回定時総会について
　第100回定時総会（令和9年度）を三重県四日市市に
おいて開催する。
開催日　　令和9年5月26日(水)
会　場　　四日市市文化会館

参考3　意見発表者
男鹿市長  菅原　広二
　「�半島地域における国土強靭化に向けた船川港の耐震

強化及び老朽化対策の着実な整備推進」

横浜川崎国際港湾（株）代表取締役社長　中井　拓志
　「�横浜港・川崎港における港湾ロジスティクスターミ

ナルの形成」

聖籠町長　西脇　道夫
　「�地域のエネルギー産業を支える新潟港東港区の機能

強化」

四国中央市長　大西　賢治
　「�三島川之江港金子地区複合一貫輸送ターミナル整備

事業の促進」

苅田町長　遠田　孝一
　「�国の基幹産業を支え、脱炭素にも貢献する苅田港の

機能強化」

※�なお、令和7年度事業報告及び決算報告の内容につき
ましては、当協会HPに掲載しております。




